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(57)【要約】

【課題】少ない薪でも炎を大きくでき、煙の発生を抑え

ることができる焚火台を提供すること。

【解決手段】二次燃焼機構付き焚火台１であって、薪Ｗ

が燃焼する燃焼空間Ｂと、この燃焼空間Ｂに隣接する空

気加熱室１１とを有し、空気加熱室１１には下部開口１

３と上部開口１５が形成されており、上部開口１５は燃

焼空間Ｂに面しており、下部開口１３は外部空間Ｇに面

していること。

【選択図】図６



(2) JP  2023-78584  A   2023.6.7

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 で あ っ て 、

　 薪 が 燃 焼 す る 燃 焼 空 間 と 、 こ の 燃 焼 空 間 に 隣 接 す る 空 気 加 熱 室 と を 有 し 、

　 前 記 空 気 加 熱 室 に は 下 部 開 口 と 上 部 開 口 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 上 部 開 口 は 前 記 燃 焼 空

間 に 面 し て お り 、 前 記 下 部 開 口 は 外 部 空 間 に 面 し て い る 、 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 空 気 加 熱 室 は 、 前 記 燃 焼 空 間 を 挟 ん で ２ つ 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 二 次

燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 空 気 加 熱 室 は 、 断 面 形 状 が 逆 三 角 形 状 で あ り 、 斜 辺 に 相 当 す る 部 分 が 前 記 燃 焼 空 間

に 面 し て い る 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 上 部 開 口 及 び 下 部 開 口 は そ れ ぞ れ 水 平 方 向 に 沿 っ て 複 数 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １

か ら 請 求 項 ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 上 部 開 口 及 び 下 部 開 口 の 両 方 ま た は 何 れ か 一 方 は 開 口 面 積 が 可 変 で あ る 、 請 求 項 １

か ら 請 求 項 ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 キ ャ ン プ な ど で 使 用 さ れ る 焚 火 台 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 か ら 、 キ ャ ン プ な ど で 使 用 さ れ る 焚 火 台 と し て は 、 様 々 な 型 式 も の が 存 在 し て い る

。 例 え ば 、 箱 状 の 燃 焼 室 に 薪 を 充 填 す る 型 式 の も の や 、 金 属 メ ッ シ ュ 上 に 薪 を 配 置 す る 型

式 の も の な ど で あ る 。 ま た 、 焚 火 台 に 類 似 す る 製 品 と し て 、 薪 ス ト ー ブ な ど も 存 在 す る 。

薪 ス ト ー ブ は 、 燃 焼 室 を 構 成 す る ス ト ー ブ 本 体 と 、 こ の ス ト ー ブ 本 体 か ら 燃 焼 ガ ス を 排 出

す る た め の 煙 突 を 備 え て い る 。

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し 、 箱 状 の 焚 火 台 や 金 属 メ ッ シ ュ の 焚 火 台 の 場 合 、 着 火 初 期 に は 強 制 的 に 空 気 を 供

給 し な い と 炎 が 大 き く な ら な い こ と に 加 え 、 着 火 後 も 周 囲 の 空 気 が 自 然 供 給 さ れ る だ け で

あ る た め 、 一 旦 薪 に 着 火 し て も 火 が 消 え て し ま う 場 合 が あ る 。 ま た 、 空 気 が 足 り な い 場 合

に は 可 燃 ガ ス が 不 完 全 燃 焼 状 態 と な り 、 煙 が 多 く 発 生 し て し ま う 。 一 方 、 薪 ス ト ー ブ の 場

合 、 煙 突 効 果 に よ り 燃 焼 室 に は 多 く の 空 気 が 供 給 さ れ る 。 こ の た め 、 炎 が 大 き く な り 易 く

、 煙 の 問 題 も 生 じ な い 。 し か し な が ら 、 薪 ス ト ー ブ に は 煙 突 を 設 置 し な け れ ば な ら ず 、 使

用 の 際 に 広 い ス ペ ー ス （ 高 さ ） を 必 要 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 本 発 明 の 第 １ の 手 段 で は 、 二 次 燃

焼 機 構 付 き 焚 火 台 で あ っ て 、 薪 が 燃 焼 す る 燃 焼 空 間 と 、 こ の 燃 焼 空 間 に 隣 接 す る 空 気 加 熱

室 と を 有 し 、 空 気 加 熱 室 に は 下 部 開 口 と 上 部 開 口 が 形 成 さ れ て お り 、 上 部 開 口 は 燃 焼 空 間

に 面 し て お り 、 下 部 開 口 は 外 部 空 間 に 面 し て い る 、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。 こ の よ う な

構 成 を 採 る こ と で 、 燃 焼 空 間 で 薪 が 燃 焼 し 、 そ の 燃 焼 に よ る 熱 が 空 気 加 熱 室 に 伝 達 さ れ る

。 空 気 加 熱 室 内 の 空 気 は 加 熱 さ れ る 。 こ の と き 、 加 熱 さ れ た 空 気 は 空 気 加 熱 室 内 を 上 昇 す

る た め 、 外 部 空 間 の 空 気 が 下 部 開 口 か ら 空 気 加 熱 室 に 入 る と 共 に 、 空 気 加 熱 室 内 の 加 熱 さ

れ た 空 気 が 上 部 開 口 か ら 排 出 さ れ る 。 上 部 開 口 は 燃 焼 空 間 に 面 し て い る た め 、 空 気 が 燃 焼

空 間 の 炎 に 供 給 さ れ 、 二 次 燃 焼 が 行 わ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 第 ２ の 手 段 で は 第 １ の 手 段 に 加 え 、 空 気 加 熱 室 は 、 燃 焼 空 間 を 挟 ん で ２ つ 設 け ら

れ て い る 、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 、 第 ３ の 手 段 で は 、 第 １ の 手 段 又 は 第 ２ の 手 段 に 加 え 、 空 気 加 熱 室 は 、 断 面 形 状 が

逆 三 角 形 状 で あ り 、 斜 辺 に 相 当 す る 部 分 が 燃 焼 空 間 に 面 し て い る 、 と い う 構 成 を 採 っ て い

る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 第 ４ の 手 段 で は 、 第 １ の 手 段 か ら 第 ３ の 手 段 の 何 れ か に 加 え 、 上 部 開 口 及 び 下 部

開 口 は そ れ ぞ れ 水 平 方 向 に 沿 っ て 複 数 形 成 さ れ て い る 、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 さ ら に 、 第 ５ の 手 段 で は 、 第 １ の 手 段 か ら 第 ４ の 手 段 の 何 れ か に 加 え 、 上 部 開 口 及 び 下

部 開 口 の 両 方 ま た は 何 れ か 一 方 は 開 口 面 積 が 可 変 で あ る 、 、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 外 部 空 間 の 空 気 が 燃 焼 空 間 に 大 量 に 供 給 さ れ る た め 、 燃 焼 空 間 で 十 分

に 二 次 燃 焼 が 行 わ れ る 。 こ の た め 、 少 な い 薪 で あ っ て も 炎 が 大 き く な り 、 ま た 、 未 燃 焼 ガ

ス を 再 燃 焼 さ せ る こ と が で き る こ と か ら 煙 の 発 生 も 抑 え る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ に 開 示 し た 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ に 開 示 し た 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 １ に 開 示 し た 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ２ の Ａ － Ａ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 二 次 燃 焼 用 の 空 気 の 流 れ を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 １ の 一 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 に 説 明 す

る 。 な お 、 説 明 に お い て 、 共 通 す る 部 分 は 同 じ 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 は 適 宜 省 略 す る

。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 １ は 、 薪 Ｗ （ 図 ６ 参 照 ） が 燃 焼 す る 燃 焼 空 間

Ｂ と 、 こ の 燃 焼 空 間 Ｂ に 隣 接 す る 空 気 加 熱 室 １ １ と を 有 し 、 空 気 加 熱 室 １ １ に は 下 部 開 口

１ ３ と 上 部 開 口 １ ５ が 形 成 さ れ て お り 、 下 部 開 口 １ ３ は 外 部 空 間 Ｇ 面 し て お り 、 上 部 開 口

１ ５ は 燃 焼 空 間 Ｂ に 面 し て い る 。 以 下 詳 述 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 [燃 焼 空 間 ]

　 燃 焼 空 間 Ｂ は 、 ２ つ の 空 気 加 熱 室 １ １ に よ っ て 挟 ま れ る よ う に 、 焚 火 台 １ の 奥 行 方 向 の

中 央 部 に 形 成 さ れ て い る 。 燃 焼 空 間 Ｂ は 焚 火 台 １ の 幅 方 向 の 両 端 部 ま で 形 成 さ れ て い る 。

燃 焼 空 間 Ｂ を 構 成 す る 部 材 は 、 空 気 加 熱 室 １ １ の 一 部 を 形 成 す る 内 側 板 １ １ ａ と 、 焚 火 台

１ の 幅 方 向 の 両 端 部 に 配 置 さ れ る ２ 枚 の 端 板 １ ７ と 、 燃 焼 空 間 Ｂ の 底 部 に 配 置 さ れ る 底 板

（ 図 示 略 ） で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 燃 焼 空 間 Ｂ の 断 面 は 略 台 形 状 と な っ て い る 。 燃 焼

空 間 Ｂ に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 薪 Ｗ が 充 填 さ れ る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 [空 気 加 熱 室 ]

　 空 気 加 熱 室 １ １ は 、 燃 焼 空 間 Ｂ に 隣 接 し て 形 成 さ れ て い る 。 空 気 加 熱 室 １ １ は 、 燃 焼 空

間 Ｂ に 面 す る 内 側 板 １ １ ａ と 、 外 部 空 間 Ｇ に 面 す る 外 側 板 １ １ ｂ と 、 空 気 加 熱 室 １ １ の 最

上 部 を 構 成 す る 天 板 １ １ ｃ と か ら な る 。 内 側 板 １ １ ａ 、 外 側 板 １ １ ｂ 及 び 天 板 １ １ ｃ は 、

そ れ ぞ れ 個 別 の 部 材 で 構 成 し て も 良 い し 、 ２ つ 以 上 の 部 材 を 一 体 的 に 構 成 し て も よ い 。 す
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な わ ち 、 内 側 板 １ １ ａ 、 外 側 板 １ １ ｂ 及 び 天 板 １ １ ｃ を １ つ の 部 材 で 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 内 側 板 １ １ ａ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 下 方 か ら 上 方 に 向 か っ て 傾 斜 し て い る 傾 斜 部 と 、

上 端 部 の 垂 直 部 と か ら な り 、 折 れ 曲 が っ た よ う な 断 面 形 状 を 有 し て い る 。 垂 直 部 に は 図 １

に 示 す よ う に 上 部 開 口 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 上 部 開 口 １ ５ は 空 気 加 熱 室 １ １ の 内 部 空 間

と 連 通 し て い る 。 本 実 施 形 態 の 上 部 開 口 １ ５ は 、 焚 火 台 １ の 幅 方 向 に 沿 っ て 円 形 開 口 が 複

数 形 成 さ れ て い る 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 円 形 開 口 を １ つ 形

成 し て も よ い し 、 長 孔 開 口 を １ つ ま た は 複 数 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 上 部 開 口 １ ５ の 開 口

面 積 を 可 変 に す る 上 部 開 口 可 変 機 構 （ 図 示 略 ） を 備 え る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 外 側 板 １ １ ｂ は 、 外 部 空 間 Ｇ に 面 し て お り 、 使 用 状 態 に お い て ほ ぼ 垂 直 方 向 を 向 く よ う

に な っ て い る 。 外 側 板 １ １ ｂ の 下 方 に は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 外 部 空 間 Ｇ に 面 し

た 下 部 開 口 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 下 部 開 口 １ ３ は 空 気 加 熱 室 １ １ の 内 部 空 間 と 連 通 し て

い る 。 本 実 施 形 態 の 下 部 開 口 １ ３ は 、 焚 火 台 １ の 幅 方 向 に 沿 っ て 円 形 開 口 が 複 数 形 成 さ れ

て い る 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 円 形 開 口 を １ つ 形 成 し て も よ

い し 、 長 孔 開 口 を １ つ ま た は 複 数 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 下 部 開 口 １ ３ の 開 口 面 積 を 可 変

に す る 下 部 開 口 可 変 機 構 （ 図 示 略 ） を 備 え る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 天 板 １ １ ｃ は 、 内 側 板 １ １ ａ の 上 端 部 と 外 側 板 １ １ ｂ の 上 端 部 と の 間 に 配 置 さ れ て お り

、 焚 火 台 １ の 使 用 状 態 に お い て ほ ぼ 水 平 方 向 を 向 く よ う に な っ て い る 。 本 実 施 形 態 の 焚 火

台 １ に お い て 、 天 板 １ １ ｃ は 燃 焼 空 間 Ｂ を 挟 ん で ２ つ 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 ２ つ の

天 板 １ １ ｃ の 間 に 焼 き 網 （ 図 示 略 ） を 渡 す こ と を で 、 食 材 の 調 理 を す る こ と が 可 能 と な る

。 ま た 、 天 板 １ １ ｃ に は 燃 焼 空 間 Ｂ で の 燃 焼 に よ り 熱 が 伝 わ る た め 、 調 理 器 具 な ど を 載 せ

た 場 合 に そ れ を 保 温 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 [端 板 ]

　 端 板 １ ７ は 、 焚 火 台 １ の 幅 方 向 の 両 端 部 に 配 置 さ れ 、 燃 焼 空 間 Ｂ お よ び 空 気 加 熱 室 １ １

を 両 端 か ら 塞 ぐ よ う に 配 置 さ れ て い る 。 端 板 １ ７ は ほ ぼ 矩 形 の 形 状 を し て お り 、 そ の 上 端

部 に 複 数 の ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 。 各 ス リ ッ ト に は 、 空 気 加 熱 室 １ １ を 形 成 す る 内 側

板 １ １ ａ 、 外 側 板 １ １ ｂ そ し て 天 板 １ １ ｃ の 少 な く と も い ず れ か が 嵌 め 込 ま れ る よ う に な

っ て い る 。 な お 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 端 板 １ ７ は 、 １ つ の 空 気 加 熱 室 １ １ に

２ つ （ ２ つ の 空 気 加 熱 室 １ １ に 対 し て 計 ４ つ ） の ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 本

発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 更 に 多 く の ス リ ッ ト を 形 成 し て も よ い 。 そ う す る こ と

で 、 空 気 加 熱 室 １ １ の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と が で き 、 燃 焼 空 間 Ｂ の 容 積 を 可 変 に で き る か

ら で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ［ 作 用 ］

　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 焚 火 台 １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 焚 火 台

１ を 使 用 す る 場 合 に は 、 燃 焼 空 間 Ｂ に 薪 Ｗ が 充 填 さ れ る 。 そ し て 、 薪 Ｗ に 着 火 す る こ と で

薪 Ｗ が 燃 焼 す る 。 薪 Ｗ が 燃 焼 す る と 、 燃 焼 空 間 Ｂ の 温 度 が 上 昇 し 、 空 気 加 熱 室 １ １ の 内 側

板 １ １ ａ の 温 度 が 上 昇 す る 。 ま た 、 燃 焼 空 間 Ｂ 内 の 炎 に よ る 輻 射 熱 も 内 側 板 １ １ ａ に 伝 わ

り 、 更 に 内 側 板 １ １ ａ の 温 度 が 上 昇 す る 。 更 に 、 本 実 施 形 態 の 内 側 板 １ １ ａ は 、 燃 焼 空 間

Ｂ に 対 し て 上 部 が せ り 出 す よ う な 形 状 （ オ ー バ ー ハ ン グ ） を し て い る た め 、 燃 焼 空 間 Ｂ の

炎 が 直 接 内 側 板 に 当 た り 、 内 側 板 １ １ ａ の 温 度 上 昇 を 促 す 。 こ れ に 加 え 、 燃 焼 空 間 Ｂ は 上

部 に 行 く ほ ど 奥 行 方 向 の 幅 が 狭 ま る た め 、 炎 が ダ イ ナ ミ ッ ク と な る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 内 側 板 １ １ ａ の 温 度 が 上 昇 す る と 、 こ の 内 側 板 １ １ ａ に 接 し て い る 空 気 加 熱 室 １ １ 内 の

空 気 も 温 め ら れ る 。 温 め ら れ た 空 気 は 比 重 が 軽 く な っ て 上 昇 す る た め 、 空 気 加 熱 室 １ １ 内

で 上 昇 気 流 が 発 生 す る 。 こ の 時 、 空 気 加 熱 室 １ １ に は 下 部 開 口 １ ３ と 上 部 開 口 １ ５ が 形 成

さ れ て い る た め 、 外 部 空 間 Ｇ か ら 下 部 開 口 １ ３ を 通 し て 空 気 加 熱 室 １ １ に 新 規 の 空 気 が 取
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り 込 ま れ る 。 そ し て 、 空 気 加 熱 室 １ １ で 温 め ら れ た 空 気 が 上 部 開 口 １ ５ を 通 し て 燃 焼 空 間

Ｂ に 排 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 薪 Ｗ が 燃 焼 し て い る 間 は 新 規 の 空 気 が 、 外 部 空 間 Ｇ → 下 部 開

口 １ ３ → 空 気 加 熱 室 １ １ → 上 部 開 口 １ ５ → 燃 焼 空 間 Ｂ と い う 順 番 で 継 続 し て 流 れ る 訳 で あ

る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 上 部 開 口 １ ５ か ら 排 出 さ れ た 新 規 の 空 気 は 、 燃 焼 空 間 Ｂ に お い て 炎 に 供 給 さ れ る 。 こ の

た め 、 一 次 燃 焼 で 燃 え 切 ら な か っ た 可 燃 性 ガ ス に 十 分 な 酸 素 が 供 給 さ れ 、 二 次 燃 焼 に よ っ

て 炎 が 大 き く な る 。 ま た 、 二 次 燃 焼 に よ っ て 炎 が 完 全 燃 焼 に 近 づ く た め 、 煙 の 発 生 も 抑 え

ら れ る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台 １ を 用 い れ ば 、 少 な い 量 の 薪

Ｗ で も 大 き な 炎 を 発 生 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 煙 が 少 な い 炎 を 発 生 さ せ る こ と が で き 、

さ ら に は 二 次 燃 焼 に よ る 美 し い 炎 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

１ 　 二 次 燃 焼 機 構 付 き 焚 火 台

１ １ 　 空 気 加 熱 室

１ １ ａ 　 内 側 板

１ １ ｂ 　 外 側 板

１ １ ｃ 　 天 板

１ ３ 　 下 部 開 口

１ ５ 　 上 部 開 口

１ ７ 　 端 板

Ｂ 　 燃 焼 空 間

Ｇ 　 外 部 空 間

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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